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	応用
	抗原情報
	背景
	カゼインキナーゼIIは、カゼインなどの酸性タンパク質をリン酸化させるセリン/スレオニンプロテインキナーゼです。細胞周期制御、アポトーシス、概日リズムなど、様々な細胞プロセスに関与しています。このキナーゼは四量体として存在し、αサブユニット、αプライムサブユニット、および2つのβサブユニットで構成されています。αサブユニットは触媒活性を有し、βサブユニットは自己リン酸化を受けます。この遺伝子によってコードされるタンパク質はαサブユニットです。この遺伝子は20番染色体上に存在しますが、関連する転写擬遺伝子が11番染色体上に存在します。この遺伝子には、2つの異なるタンパク質をコードする3つの転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2014年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：カゼインキナーゼは、カゼインなどの酸性タンパク質を基質として優先的に利用することで機能的に定義されます。α鎖とα'鎖には触媒部位が含まれます。Wntシグナル伝達に関与します。CK2は、紫外線照射後にp53/TP53の「Ser-392」をリン酸化します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。CK2サブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,サブユニット：α鎖、α'鎖、および2つのβ鎖で構成される4量体。 SSRP1、SUPT16H、CSNK2A1、CSNK2A2、CSNK2BからなるCK2-SPT16-SSRP1複合体の構成因子でもあり、この複合体は紫外線照射後に会合する。RNPS1と相互作用する。
	研究分野
	WNT;WNT-T 細胞接着接合部;接着接合部;
	画像データ
	

	カゼインキナーゼIIアルファ（リン酸化Tyr255）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	HeLa細胞およびJurkat細胞のライセートを、カゼインキナーゼIIアルファ（リン酸化Tyr255）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	ホスホカゼインキナーゼIIα（Y255）ポリクローナル抗体を用いたHeLa細胞のウエスタンブロット解析。

